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［概要］情報検索能力は勉学を進めたり論文を書いたりする際，必要不可欠である．近年のイン

ターネット技術の普及により，従来の図書館の文献目録に代わり，WWW情報検索の機会が増え
てきている．それにともない情報検索にはより多様な知識やスキルが求められるようになってき

た．しかし最近，学生の情報検索能力の個人差が大きくなってきていると感じられる．この個人

差の要因を明確にし，情報教育に生かすことが重要である．本稿では，WWW上での情報検索能
力に焦点を絞り，探索的手法を用いて情報検索能力を分析した結果を報告する． 

 

１．はじめに 
近年のコンピュータの大学教育現場への普及は目

覚しいものがあり，9 割近い学生が，ワープロ，イ
ンターネット，メールなどの操作ができると報告し

ている（吉野，野沢，狩野，2003）．一般の授業や
研究にコンピュータを使用する機会は明らかに多く

なっている．また，情報検索作業は勉学を進めたり

論文を書いたりする際，必要不可欠であるが，近年

のインターネット技術の普及により，従来の図書館

の文献目録に代わり，WWW情報検索の機会が増え
てきている．それにともない情報検索にはより多様

な知識やスキルが求められるようになってきた．こ

の情報検索に必要な知識は，一般的な知識とは異な

り，通常の学業とはあまり関連性がない上に，検索

スキルが体系的・総合的に教授される機会もほとん

どないため，ユーザーは自学自習によって自己流の

スキルを身に付けてられているのが現状である

(Vansickle, 2002)．そのためか，学生の情報検索能
力の個人差が大きくなってきていると感じられる． 
情報検索能力差を生じさせる要因として，WWW
情報検索経験，感情要因，認知要因などが研究され

てきた．情報検索経験に関して，Lazander, Biemans, 
& Wopereis(2000)の実験では，WWW情報検索経験
が豊富な学生は経験が少ない学生より検索時間が短

く，作業工程も少なく，検索結果もより適切である

ことを検証している．感情要因，特に Anxiety は，
検索の持続性に影響を及ぼすことが報告されている

(Wang, Hawk, & Tenopir, 2000)．認知要因に関する
研究報告は多く，たとえば Palmquist & Kim(2000)
は，認知的要因のひとつである「場依存―場独立」
と情報検索能力との関係を調査し，場依存型の情報

検索Noviceは場独立型のNoviceよりも検索にかか
る時間も長く，行う操作も多いと報告している．ま

た，Ford ら(2001)は，認知スタイルと WWW 上の
情報検索能力の関係を調べ，Imager は Verbalizer
よりも検索に長けていると結論付けている．一方，

メタ認知と情報検索能力に関する研究も進められて

おり,吉岡(2002)はメタ認知（プランニングとモニタ
リング）過程を意識化させることがWWW検索には
重要であることを明らかにしている． 

これまで概観したように，情報検索能力や方略の

一側面を扱った研究は多い．しかし情報検索とは，

様々な要因が複雑に関わっている複雑な過程である．

そこで本研究では，探索的手法によるリサーチを行

い，情報検索の Expertと Noviceを比較分析するこ
とにより，情報検索能力に影響を与える要因を総合

的に考察することを目的とする．さらに，情報検索

に関わる認知要因を明らかにした上で，論文指導や

情報処理の授業における適切な教授内容および教授

方法を提案することを大きな目標としている．特に

本稿では，学生の日常のコンピュータやネットの利

用状況をアンケート調査した結果と情報検索能力の

関係を，データマイニングの一手法である決定木学

習を利用して分析した結果を報告する． 
 

２．調査方法 
文系の学部に所属する女子大学生の 57 名が，情報

処理の授業の一部として調査・実験に参加した．情

報検索実験は，学内のコンピュータ室（WindowsXP

環境）で WWW ブラウザを用いて検索課題を解いても

らった．被験者には，通常の情報検索の状態で課題

に取り組んでもらうために，利用するブラウザや検

索エンジンには制限をしなかった．被験者は 15 分間

で 10 問（20 点満点）の検索課題を二回 20 問（40

点満点）取り組んだ．各問は小問２つで構成されて

おり，小問１は問題文中から適切なキーワードを入

力しさえすれば答が容易に得られる問題，小問２は

小問１で得られた答をもとに新たな検索をしなくて

は答を得られない問題である． 

情報検索実験終了後に，普段のコンピュータやネ

ットワーク利用に関するアンケートに回答してもら

った．アンケート項目は，PC 利用経験（ある，なし），

自宅の PC 保有（個人，家族，なし），自宅でのネッ

ト利用（可能，不可能），WWW 利用歴（月数），WWW

利用頻度（週ｘ回），主に利用する検索エンジン名，

一回の検索に入力するキーワード数とその理由，他

に知っている検索エンジン，論理式（AND, OR, NOT）

を知っているか，Advanced Search を利用するか，

とした．アンケート調査で得たデータと，情報検索

課題の点数をもとに分類した被験者のレベル



（Expert, Novice）データを，決定木学習にかけて

分析を行った．決定木学習は，機械診断やマーケテ

ィングなどの分野で多く利用されている手法で，傾

向分析，診断，予測などの点で優れている (Witten & 

Frank, 2000)． 

 

３．結果と考察 
検索課題の解答結果は平均 8.7 点（標準偏差 

3.13）だった．この平均点を基準とし，9 点以上の
学生を Expert，8点以下の学生を Noviceと分類し
た．この結果，Expertは 30名，Noviceは 27名に
分類できた．この分類結果とアンケートで得たデー

タを機械学習の一つである決定木学習にかけて，デ

ータマイニングの手法を用いて，分析に利用した．

今回，決定木学習アルゴリズムとして一般的な C4.5
を用い，生成された決定木は危険率 0.25で枝刈りし
た．生成された決定木を図１に示す． 

論理式を知っているか 

自宅でネット利用できるか 

ＷＷＷの利用歴 

入力キーワード数 
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19ヶ月以上 19ヶ月未満 

2個以上 １個 

図１：C4.5で生成された決定木 
 

生成された決定木から，情報検索能力に影響を与

える要因として，以下のようなルールを得ることが

できた．それは，①論理式を知っている ②自宅で

インターネット利用ができる ③ＷＷＷ利用歴が一

年半以上 ④入力キーワード数が２個以上 という

4 つである．①は，検索範囲を絞り込んだり広げた
りする際に必要な知識であるが，普段はあまり意識

しない知識である．今回の結果から，情報検索の授

業でも論理式をしっかりと教えることの重要性が明

確になった．②と③は，事前に予想していた結果と

言える．近年，自宅でもインターネット利用できる

学生は増えているが，様々な理由から，そうでない

学生もいる．デジタル・デバイドの影響が，このよ

うな形で明らかになったことは，教育機関の環境整

備への一つの提言になると考えている．④は，非常

に興味深い結果であった．検索範囲を絞り込む際に，

複数のキーワードを入れることは重要であるが，論

理式の知識がなく WWW 利用経験も少ない学生に

は，複数キーワードがうまく機能していないという

ことである．この点からも，①と同様，WWW上で
必要な情報を得るために，検索空間を適切に絞り込

んだり広げたりすることができるのに必要な知識を

教示することの重要性を再確認できた． 
 

４．まとめと今後の課題 
本稿では，日常の PC利用状況がWWW情報検索

能力に影響を与える要因を，決定木学習を利用して

探索的に分析を行った結果を報告した．分析の結果，

①論理式を知っている ②自宅でインターネット利

用ができる ③ＷＷＷ利用歴が一年半以上 ④入力

キーワード数が２個以上 という 4つの要因を得る
ことができた．機械学習から得たものであるため，

100％正しいということではないが，被験者の傾向
を十分示している．この結果より，論理式の知識の

重要性，デジタル・デバイドに対する配慮の必要性，

などが明らかになった． 
今後の課題としては，今回得られた決定木を用い

て他の学生の能力を予測し検証すること，データ数

を増やして頑健なルールを得ること，他のデータマ

イニング手法を利用した分析，などが挙げられる． 
また，情報リテラシーや情報処理の授業において，

ここで得た知見を生かして教育内容を検討・提案す

ることも重要な課題だと考えている． 
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